
「オンリーワンスクール新潟未来プロジェクト」における取組概要

No 高校名 テーマ 取組概要

１ 新発田南 地域活性化プロジェクト ○ 商品開発やインターネット販売、野菜工場プラント
新発田農業 芝ＴＡＣ の製作等の活動を、３校が連携して実施する。
新発田商業 ○ 収穫祭等の地域イベントを企画・運営する。

２ 長岡農業 ｢緩やかな連携｣から｢強い ○ 長岡市や商工会議所等と連携した商品開発や地元イ
長岡工業 絆｣へ ベントへの出店などにより、起業家意識を醸成する。
長岡商業 ～長岡ＣＡＴ第３のステージ～ ○ 県外の先進的な取組の調査・研究を進め、長岡市や

商工会議所の協力により「店舗の常設」を目指す。

３ 新潟県央工業 県央地域に最新未来都市を ○ 防災リーフレットや防災に関する標識等を作成し、
三条商業 創造する地域活性化プロジ 地域に密着した防災活動を展開する。
加茂農林 ェクト ○ 高校生ガイドによる、県内外の小中学生を対象とし

～ＮＰＯ法人トライフューチャー設立を目指して～ た「教育・学習ツアー」を企画する。

４ 栃尾 地域とともに進める学校づ ○ 地域の人材を活用した取組や体験活動等を実施す
くり る。
～将来の自己実現を目指して～ ○ 世代間交流をとおした学校づくりのため、地域住民

と高校生が集う地域コミュニティの場をつくる。

５ 吉田 燕市の明るい未来を担う人 ○ 地元企業でのインターンシップの拡充を図る。
材の育成 ○ 地域の人材を活用した特別講義を実施するととも

に、市の取り組む事業や行事に参加する。

６ 小千谷西 地域の未来を切り拓く人材 ○ 地元企業での職場実習を授業に取り入れた人材育成
育成 プログラムを確立する。
～地元とのコラボレーションによる ○ 市と連携して、総合学科の特色をＰＲするためのイ

「おぢやモデル」の構築～ ベントを開催する。

７ 塩沢商工 塩沢商工が創造する「南魚 ○ 建設業をはじめとする地元企業でのインターンシッ
沼活性化プロジェクト」 プの拡充を図る。

○ 地域行事への参加や、地元の産業・特産品のＰＲ活
動を行う。

８ 十日町総合 希望を胸に未来へ羽ばたけ ○ 「十総キャリア教育支援協議会」を設置し、インタ
十総生 ーンシップの充実を図る。
～地元企業での就業体験をとおして ○ 地域行事等に参加するなどして、高校生の視点で地

地域を支える人材を育成～ 域活性化のプランを提案する。

９ 柏崎工業 工業高校の特色を活かした ○ 地元企業でのインターンシップの拡充を図る。
キャリア教育と防災・減災 ○ 防災活動に参加するなどして、高校生の視点に立っ
教育の推進 た防災モデルを提案する。

10 高田農業 地域と連携した商品開発を ○ 地元食材を使った商品を地元企業と共同開発し、「高
とおした６次産業化の推進 農」ブランドのＰＲにより６次産業化を目指す。

○ 地域住民を対象とした農業体験教室等を開催する。

11 上越総合技術 上越地域から活力を！ ○ 地元企業と連携した協議会を設置し、インターンシ
～地域が生徒を育て生徒が地域を支える～ ップの拡充を図る。

○ 生徒が講師となり、小中学生を対象とした「ものづ
くり塾」を開催する。

12 海洋 水産・漁業経営を創造する ○ 地元熟練漁業者の指導により若手漁業者を育成す
水産専門人材の育成 る。

○ ハラールの研究や新たなＨＡＣＣＰ認定品を開発。

13 阿賀黎明 あがまち まるかじり ○ 地域行事への参画や、文化祭を地域の行事として位
～町を元気にするためにいつか帰りたい～ 置付けるなど、地域に根ざした学校づくりを推進する。

○ 外国人観光客に対する英語ガイドなど、英語を活用
した交流活動により町の魅力の普及を図る。

14 正徳館 小規模校のメリットを生か ○ 学校を地域住民のコミュニティスペースとして位
した地域との連携による人 置付けるとともに、「正徳館高校サポーター」とし
づくりの推進 て地域の教育力を活用する。
～地域の交流拠点としての学校活用と地域の活性化 ○ 地域の課題探究の成果を日本語と英語でまとめ、

に貢献する若手人材の育成～ プレゼンテーション活動をとおして広く発信する。

15 佐渡総合 ｢佐渡島活性化プロジェクト ○ 模擬株式会社｢ＳＴＡＣＨ Ｉｓｌａｎｄ｣が中心と
ＳＯ ＧＯＯＤ｣ なり、販売活動を実施するとともに地域活性化を図る。
～地域を守り、地域を活かし、佐渡から発信する ○ ｢ＳＴＡＣＨ Ｉｓｌａｎｄ｣と企業の連携により、

学校を作ります～ 「オリジナル製品」を開発・製造する。


